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ポストさんありがとう
ポスト愛護週間で幼稚固児のポスト清掃がありましたc

郵便局長さんもうれしそう

（中野幼稚園のみなさん）

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町 報 ＝

圏大谷自治会発足 ・ ・・ •.． ． . . ． ．．．．．．．．．．． 2

圏肱） I I 町議会・・・・・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・・・・ ・•. . ... . 4 

圏山鳥坂ダム問題で知事初来町 • •6

圏人権擁護委員制度をご存じですか ．．． 8 

慢社協だより・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・・ ・・・・・ ・・ • 13

慢お知らせ・・・・・・ •.．． ．.．．． ． ． . ．．． ． ．．．．． ． · ·20

＝森林組合だより＝

唖記念には木を植えてみませんか！ •••14 
慢椎茸・木材市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

＝公民館報＝

唖分館役員きまる・・・・・・・・・・・・・・・・ • . .. ・16 

衝町民プール閉鎖のお知らせ・・・・ 9 • 16
慢ソフトポールリーグ戦開幕·… •• 17

人口 3,1 9 3人（土0)

男 1,534人 (-2)

女 1,659人 (+2)

世帯数 1. 0 0 9器(+2) 

（平成11年4月30日現在）



前。⑮。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛 鯛 (2)

本
年
四
月
＿
日
に
、
大
谷
地

区
内
の
全
て
の
組
織
を
包
含
し

た
新
し
い
組
織
「
大
谷
自
治
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

自
治
会
は
下
図
の
と
お
り
四

つ
の
部
会
で
構
成
し
、
従
来
の

公
民
館
分
館
、
婦
人
会
、
営
農

林
推
進
会
議
、
大
谷
を
考
え
る

会
等
の
活
動
を
含
め
て
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

構
成
員
は
、
地
区
内
の
公
職

及
び
各
組
織
役
員
と
各
部
落
か

ら
各
部
会
ご
と
に
選
出
さ
れ
た

男
女
各
＿
名
な
ど
で
、
約
八
十

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大谷自治会が発足

地区組織の見直し

肱川町行政改革モデル地区

（図 1)大谷自治会組織図 F 

1 書記・会計

（会長・副会長・監事
各部会正副部会長）

み
ん
な
が
参
加

み
ん
な
で
実
践

大
谷
自
治
会
の
基
本
方
針
は
、

「
地
域
住
民
が
自
主
的
に
参
加

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊

か
な
人
づ
く
り
と
健
康
で
活
力

あ
る
明
る
＜
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
。
」
で
す
。

基
本
的
な
考
え
方
は
：
．、

地域振興部会

産業振興に関すること
建設事業に関すること

・地域振興事業
企画立案

・地域要望事業
検討・要望・実施

社会教育部会

体育行事に関すること
教育活動に関すること

・運動会
・学芸会
・ふるさとまつり

福祉衛生部会

地域福祉に関すること
現境衛生に関すること

・地域福祉事業
・地域衛生事業
・敬老会
・環境美化デー

行政部会

行政連絡に関すること
広報に関すること

・部落長会
・広報
・出初式

地 区 住 民

①
大
谷
地
区
の
組
織
を
―
つ
に

老
人
ク
ラ
ブ
、

P
T
A
、

消
防
団
な
ど
独
自
の
組
織
は

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
行
事
の
調
整
・
地
区

で
の
意
識
統
一
な
ど
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
に
そ
れ
ぞ
れ

の
役
員
が
部
会
員
と
し
て
参

加
し
、
協
議
し
て
い
く
。

②
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
を

軽
く部

会
制
度
に
よ
り
、
活
動

の
分
散
化
が
図
ら
れ
、
役
員

の
負
担
が
軽
く
な
る
。

③
女
性
の
参
加

女
性
参
加
に
よ
り
意
見
の

多
様
化
が
図
ら
れ
る
と
共
に

地
域
の
実
情
把
握
が
き
め
細

か
く
な
り
、
地
域
づ
く
り
が

実
の
あ
る
も
の
と
な
る
。

④
広
報
紙
の
発
行

地
域
の
話
題
、
部
会
の
決

定
事
項
、
行
事
の
お
知
ら
せ

な
ど
を
広
報
に
載
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
み
ん
な
が
同
じ
情

報
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

肱
川
町
行
政
改
革
大
網
で
は

「
人
口
の
高
齢
化
、
高
度
情
報

社
会
へ
の
移
行
、
町
民
の
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
内
外
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
組
織

制
度
、
施
策
な
ど
の
思
い
切
っ

た
見
直
し
に
よ
る
簡
素
合
理
化
」

を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

大
谷
地
区
で
も
、
従
来
か
ら

組
織
が
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、

構
成
員
の
重
複
す
る
類
似
団
体

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
定
の
人
が
多
く
の
役
職
を

も
っ
て
い
れ
ば
、
組
織
は
別
で

も
、
構
成
員
（
出
席
者
）
が
同

じ
と
な
り
、
考
え
方
も
偏
り
が

な
ぜ
行
政
改
革
な
の
か

も
う
―
つ
の
大
き
な
問
題
は

女
性
の
活
動
の
場
が
無
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

肱
川
町
の
婦
人
会
連
合
会
は

既
に
数
年
前
に
解
散
し
て
お
り

ま
す
。
地
区
組
織
も
、
大
谷
、

正
山
、
予
子
林
の
各
婦
人
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
度

を
も
っ
て
大
谷
、
正
山
地
区
が

解
散
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
谷
地
区
で
は
、

組
織
改
革
検
討
の
参
考
と
す
る

た
め
に
全
婦
人
を
対
象
に
ア
ソ

女
性
の
居
場
所

ち
と
な
り
、
出
席
率
も
悪
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
会
合
の
目
的

達
成
が
出
来
な
い
こ
と
に
も
な

り
、
組
織
の
整
理
統
合
、
簡
素

化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

女性組織に関するアンケート結果

対象者151人 回答者94人（回収率62%)
1婦人会減少理由

高年齢 46% 役員がいや 20% 忙しい 19% 
2女性組様は
必要 40% 高齢化で無理 30% 婦人会 13% 

3女性組織の形は
必要な部分参加型 51% 男女平等参加型 27% 
女性部会（独立）型 10% 

4地区組織再編後の協力

内容により協力 59% 協力 34% しない 5% 



(3)前。⑮。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 饂領忌

組織が変つても続けます
啄

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

敬
老
会

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
員
減
少
の
理

由
は
、
”
高
年
齢
“
（
四
五

・

八
％
）
と
と
も
に
”
役
員
に
な

る
と
困
る
“
（
二

O
・
二
％
）
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
役

員
の
重
荷
が
会
員
減
少
の
一
因

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

”
女
性
が
活
発
な
と
こ
ろ
は
地

域
が
元
気
“
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
女
性
の
協
力
が
な
け
れ
ば

活
発
な
地
域
づ
く
り
は
不
可
能

で
す
。
大
谷
地
区
で
は
、
自
治

会
の
中
で
女
性
も
部
会
員
と
し

て
、
地
域
活
動
の
企
画
立
案、

実
践
に
参
加
を
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
女
性
の
居
場

所
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
は
平
成
七
年
十
二
月

に
行
政
改
革
大
綱
を
示
し
、
当

面
の
推
進
事
項
と
し
て
、
①
消

防
団
分
団
の
編
成
替
え
②
部
落

の
再
編
成
③
地
区
組
織
の
整
理

合
理
化
、
を
決
定
し
て
お
り
ま

す。
そ
の
内

「
地
区
組
織
の
整
理

合
理
化
」
の
モ
デ

ル
地
区
と
し

て
、
平
成
八
年
度
に
大
谷
地
区

が
指
定
さ
れ
、
大
谷
地
区
で
は

「
大
谷
を
考
え
る
会
」
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
区
の
実
情
に
合
っ

た
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
は
、
先
例
地
と

し
て
宮
崎
県
諸
塚
村
の
自
治
公

民
館
制
度
を
視
察
。

平
成
十
年
度
か
ら
、
組
織
改

革
検
討
委
員
会
（
兵
頭
達
行
委

員
長
、
十
五
人
）
を
設
置
し
、

集
中
的
に
検
討
を
重
ね
、
本
年

二
月

「
大
谷
を
考
え
る
会
」
全

体
会
の
承
認
を
得
た
後
、
各
部

落
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
各
部
落
の
意
見
を
取
り

入
れ

て
、
名
称
の
決
定
、
規
約

の
制
定
な
ど
を
行
い
、
四
月
一

日
の
発
足
に
至
り
ま
し
た
。

（
行
政
部
会
兵
頭
茂
）

轟
滝
周
辺
公
園
整
備

モ
デ
ル
地
区
指
定

ー

経

過

ー

讃
[
”
全
国
J
サ
ミ
ッ
ト
．
m胚
J“
特
報

「
魅
力
あ
る
川
づ
く
り
山
づ
く
り
」
ア
イ
デ
ア
募
集

肱
川
町
で
は
、
「
全
国
川
サ

ミ
ッ
ト
．
m
肱
川
」
の
開
催
を
契

機
に
、
自
ら
実
践
で
き
皆
ん
な

の
誇
り
と
な
る
よ
う
な
「
魅
力

あ
る
川
づ
く
り
山
づ
く
り
」の

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

近
年
、
山
林
や
農
地
の
荒
廃

が
進
み
、
日
本
の
原
風
景
と
も

い
う
べ
き
山
里
の
姿
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
単
に
過
疎
に
よ
る
地
域
社
会

の
崩
壊
を
意
味
す
る
だ
け
で
な

く
、
山
林
や
農
地
の
持
つ
水
の

保
水
能
力
等
の
公
益
的
機
能
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。
山
林
や
農
地
の
荒

廃
は
、
そ

の
地
域
の
み
な
ら
ず

川
を
通
し
て
洪
水
や
渇
水
、
水

質
の
問
題
な
ど
、
流
域
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

今
、
全
国
各
地
で
「
水
源
の

森
の
整
備
」
や
「
棚
田
の
保
全
」

な
ど
、
里
山
を
守
り
保
全
す
る

活
動
が
い
た
る
所
で
み
ら
れ
ま

す
。
水
を
育
む
照
葉
樹
の
植
林

や
皆
ん
な
が
楽
し
め
る
桜
、
も

み
じ
な
ど
の
景
観
林
の
整
備
、

さ
ら
に
動
物
に
や
さ
し
い
実
の

な
る
樹
木
の
植
林
が
各
地
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

棚
田
は
、
水
田
と
し
て
そ
の
美

し
く
特
異
な
風
景
を
保
全
す
る

だ
け
で
な
く
、
休
耕
田
と
し
て

も
シ
ョ
ウ
ブ
等
の
水
生
植
物
や

ト
ソ
ボ
や
メ
ダ
カ
等
の
水
生
昆

虫
が
見
ら
れ
る
山
里
特
有
の
湿

地
を
保
全
す
る
取
り
組
み
も
あ

ち
こ
ち
で
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
人
々

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
下
流
域
や
都
市
の
人
々
が
大

き
な
関
心
を
持
ち
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、

肱
川
町
で
は
、
川
サ
ミ
ッ
ト
を

契
機
に
「
魅
力
あ
る
川
づ
く
り

山
づ
く
り
」
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
町
づ
く
り
に
生
か
そ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

・
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

0

お
問
い
合
せ

・
連
絡
先

肱
川
町
風
お
こ
し
課
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前。⑮。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂 鴫 (4)

肱川町議会議員選挙結果

投票日

当日有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

平成11年4月25日

2.532人

2.335人

2.319票

16票

投票所別投票率

投ミ票所 男女別
当日

投票者数 投票率有 権者数

第 1 男 436 394 90.37 

基幹集落 女 506 463 91.50 

セソター 計 942 857 90.98 

第 2 男 116 100 86.21 

右山 谷女 127 118 92.91 

公民館 計 243 218 89.71 

第 3 男 218 210 96.33 

大 谷 女 219 208 94.98 

小学校 計 437 418 95.65 

第 4 男 285 262 91.93 

正 山 女 297 283 95.29 

小学 校 計 582 545 93.64 

第 5 男 125 llO 88.00 

予子 林 女 147 134 91.16 

小学 校 計 272 244 89.71 

第 6 男 25 24 96.00 

中 津 女 31 29 93.55 

集会所 計 56 53 94.64 

男 1,205 1,100 91.29 

合 計 女 1,327 1,235 93.07 

計 2,532 2,335 92.22 

総
務
委
員
会

◎

山

崎

退

〇

二

宮

秀

一

神
井
恵
一
郎
松
本
金
次
郎

泉

福

男

岩

田

忠

義

監
査
委
員

泉

福

男

議

長

松

本

金

次

郎

副

議

長

沖

浦

賢

嗣

※
◎
は
委
員
長
、

長

0
は
副
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙

後
の
議
会
構
成
な
ど
を
行
う
、

臨
時
町
議
会
が
、
五
月
十
一
日

に
招
集
さ
れ
、
次
の
と
お
り
新

体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
山

鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

◎
神
井
恵
一
郎

0
福

山

保

全

議

員

産
業
委
員
会

◎

山

口

吉

浩

0
森

繁

夫

渡

邊

弘

務

沖

浦

賢

嗣

福

山

保

藤

川

貢

議
長

副
議

町議会

町議会議員選挙立候補者別得票数

得 票 数 住 所 氏 名 党派 職業 生年月日

当 2 4 3 予子林2500番地 山崎 退 無所属 農 業 昭和16年1月25廿

当 2 1 1 宇和川751番地 山口 吉浩 無所属 会社社長 昭和35年11月29S

当 2 0 5 大谷 400番地 森 繁夫 無所属 農 業 昭和16年9月168

当 1 8 9 山鳥坂29番地 二宮 秀一 無所属 商 業 昭和25年3月2B

当 1 8 7 宇和川1500番地 松本金次郎 無所属 農 業 昭和9年5月308

当 1 8 0 宇和）11867番地 神井恵一郎 無所属 農 業 昭和15年3月10月

当 1 7 9 名荷谷1930番地 福山 保 無所属 農 業 昭和25年2月248

当 1 7 6 大谷 1262番地 岩田 忠義 無所属 農 業 昭和24年JO月278

当 1 6 0 名荷谷186番地 泉 福男 無所属 会社社長 昭和18年II月16日

当 1 4 8 中居谷136番地 沖浦 賢嗣 無所属 農 業 昭稚16年8月4廿

当 1 3 9 山鳥坂5610番地 渡邊 弘務 無所属 農 業 昭和11年3月8B

当 1 3 7 名荷谷3475番地 藤川 貢 無所属 農 業 昭和16年5月22H

1 2 9 大谷 1400番地 沖野 恒三 無所属 農 業 昭和6年3月138

3 6 山鳥坂53番地 堀 和明 無所属 カメラマソ 昭和6年II月13E

当選証書附与(4月30日）

1
火
不
用
犬
引
取
り

2
水

3
木

4
金

5
土

6
日

7
月

8
火

9
水

10
木
第
七
回
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
金

1
2
土

1
3
日

1
4
月

15
火
不
燃
物
収
集
（
肱
川
右
岸
）
・
不
用
犬
引
取
り

16
水
農
業
委
員
会

1
7
木

18
金
選
挙
管
理
委
員
会

19
土

20
日
町
内
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

21
月

22
火

23
水
古
紙
収
集

2
4
木
町
議
会
六
月
定
例
会
招
集

25
金

26
土
国
道
一
九
七
号
鹿
野
川
道
路
開
通
式

27
日

28
月
税
出
張
受
入
れ

29
火
不
用
犬
引
取
り

30
水

~• •へ•へa →へ• “~ ～～～-～~  ～～•へ•~ •~~~ •~” ・~~ ～~～ ＾ー•---―ヽ・―‘̂ ←-~---、-~し̂ ---1 



(5)前。⑮。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 醐 鴫

一
年
生
で
す
。
何
事
に
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ふじかわ みつぐ

藤 川貢
57歳農業

1回 （上森山）

先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
十
二
人
の
方
々
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
四
年
間
、
町
民
の

負
託
に
こ
た
え
町
政
の
発
展
に

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
く
議
員
に
な
ら
れ
た
皆

さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述

べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
議
席
順
に
掲
載
。
年
齢

・
職

業

・
当
選
回
数

・
部
落
）

活
力
あ
る
郷
土
づ

く
り
の
為

に
皆
様
の
御
支
援
を
得
な
が
ら
、

務
め
を
果
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
共
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夢
いわた ただよし

岩田忠義
49歳農業

1回 （影地）

町
議
会

やまさき つよし

山崎 遥
58歳農業

2回 （藤野原）

f 
やまぐち よしひろ

山口 吉浩
38歳会社社長

2回 （大和）

肱
川
町
の
高
齢
化
、
過
疎
、

福
祉
、
地
域
振
輿
に
つ
い
て
、

皆
様
と
一
緒
に
考
え
、
よ
り
豊

か
で
よ
り
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
、
誠
意
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。

二
度
目
の
当
選
惑
謝
し
て
お

り
ま
す
。
魅
力
あ
る
心
か
よ
う

町
政
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
今
後
共
、
ご
指
導

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

冬-.-;,
← I・

にのみや ひでいち

二宮秀一
49歳商業

2回 （下鹿野川）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
顔
ぶ
れ

八
年
間
を
振
り
返
り
反
省
す

る
と
こ
ろ
は
反
省
し
、
三
期
目

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
夢
と

希
望
の
も
て
る
町
を
目
標
に
努

力
し
ま
す
。

ぉ
男
長
）

社

栄

ぃ
福
社
洪

会歳
回

斎
5
5
3

業

生
農

協

』

森

）

ま
山
歳

―
◆

(
 、笛

49
這

こ
の
度
の
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
、
三
期
目
の
議
席
を
頂
き

感
激
と
共
に
責
任
の
重
大
さ
を

身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
皆
様
の
ご
助
言
と
、

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
期
目
の
議
席
を
得
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
議
会
人
と
し
て

公
正
に
、
正
直
に
、
誠
意
を
以

．． 

て
こ
と
に
当
た
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

おきうら けん/~ 
沖浦賢嗣
57歳農業

4回 （中居谷）

まつもと きん じ ろう

松本金次郎
64歳農業

3回 （小藪）

私
は
、
”
清
潔

・
公
正

・
対

話
と
実
行
“
を
行
政
に
の
ぞ
む

基
本
理
念
と
し
て
、
住
民
の
方
々

と
対
話
し
、
信
念
と
勇
気
を
も
っ

て
行
動
す
る
、
そ
の
よ
う
に
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
業
の
不
振
解
消
に
努
力

し
ま
す
。
高
齢
化
の
進
む
肱
川

の
将
来
を
考
え
充
実
し
た
町
政

に
取
り
組
み
ま
す
。
少
子
化
と

小
学
校
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

四
期
目
の
議
席
を
与
え
て
戴

き
、
責
務
の
重
大
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
懸
案
の
諸
問
題
解
決

-費しげお
繁夫

57歳農業

3回 （白石）

公
明
選
挙
で
七
期
目
の
議
席

を
与
え
て
頂
き
感
無
量
で
す
。

初
心
に
返
り
主
役
で
あ
る
町
民

の
皆
様
の
想
い
・
願
い

・
期
待

に
応
え
身
近
な
行
政
を
目
指
し

頑
張
り
行
動
し
ま
す
。 鴫も曇

神井恵一郎
59歳農業

7回 （大和）

町
民
各
位
の
御
支
持
に
よ
り

当
選
さ
せ
て
頂
き
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
活
躍
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

遥蘊凪務
63歳農業

6回 （下嵯峨谷）

を
始
め
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

と
町
活
性
化
に
つ
と
め
ま
す
。



前。⑮。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬 (6)

大野町長、加戸知事と懇談

地建局長にダム促進を要望

部 落 長 名 簿

平成11• 12年度

平
成
四
年
の
建
設
受
入
れ
表

明
か
ら
七
年
間
事
業
が
停
滞
し

て
い
る
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
で
、

四
月
十
五
日
県
知
事
が
初
め
て

当
町
を
訪
問
し
、
町
長
、
議
長

な
ど
と
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
大
野
町
長
か
ら
、
水

没
地
区
を
始
め
水
源
地
と
し
て

の
当
町
の
実
情
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、

「
県
か
ら
の
、
流
域

に
対
す
る
山
鳥
坂
ダ
ム
・
中
予

分
水
事
業
促
進
の
働
き
か
け
」

を
要
望
し
ま
し
た
。

加
戸
知
事
か
ら
は
、

「
今
は
、

水
源
地
、
流
域
、
受
益
地
の
状

況
や
考
え
方
な
ど
の
材
料
集
め

の
段
階
、
今
後
内
部
で
検
討
す

る。
」
と
、
明
快
な
答
え
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
下
流
域
の
大

洲
市
、
長
浜
町
の
訪
問
、
受
益

地
の
中
予
地
区
と
の
協
議
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
知
事
の
行
動

力
に
希
望
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
で

県

知

事

例

求

町

四
月
十
五
日
、
知
事
と
の
懇

談
の
後
、
町
長
・
議
長
・
ダ
ム

対
策
特
別
委
員
会
が
建
設
省
四

地建局長を訪問

「山鳥坂ダム」促進要望

部落名 氏 名 部落名 氏 名

小畑井 ／」＼畑 勉 I」¥ 藪 裏野正光

萩野尾 畦田斎範 下鹿野川 亀田健助

汗 生 上川 英樹 上鹿野川 松本 憲

道野尾 東 照雄 牙 造

上森山 石河健次 貝の越 白尾 公男

八重栗 石 川 忠 男 月野尾 山内正志

山 槌 安川 公明 下 敷 水 城戸悪賀1身
協 生 兵頭英雄 敷 水 森本 寸'-

泰一 城 奥野 始 上 敷 水 冨永幸男

土/t‘ 栄 0中野 晃 下嵯峨谷 0宮田 昭

中居谷 吉田 博 和 上嵯峨谷 山本 早..... 

白 石 堀 文男 菟野尾 和 氣哲弘
里示ク 地 岩田 博 橡の木瀬 中川 和子

広 常 樽）11 忠 柳 宮田勝利

久 保 藤 本 忠 夫 郷 市川 清利

大 平 0上甲 博 市之畦 保 積義行

大屋敷 井上秋雄 瓜 生 谷 0山 中美茂

森 濱田 静夫 町 和田宏輝

肱 栄 0大塚泰幸 藤 野 原 藤 田幸男

大 和 片山一郎 J」¥ 思^  二宮 廣

中 野 藤局 茂治 中 津 水口 勇

国
地
方
建
設
局
長
を
訪
問
し
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
促
進
の

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

地
建
局
長
か
ら
は
「
流
域
が

―
つ
に
な
る
こ
と
が
早
道
。
県

知
事
が
現
地
入
り
し
た
。
対
応

が
変
わ
る
。
」
と
分
水
問
題
解

決
優
先
の
考
え
方
と
と
も
に
県

知
事
の
動
向
に
期
待
す
る
姿
勢

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
を
は
じ
め
、
松
山
市
長
、

長
浜
町
長
も
代
わ
り
ま
し
た
。

周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
好
転

の
兆
も
見
え
、
当
町
と
し
て
は

今
後
と
も
積
極
的
な
要
望
活
動

が
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

四
月
か
ら
、
新
し
い
部
落
長

の
皆
さ
ん
に
活
躍
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
二
年
間
、
各
部
落
の
代

表
と
し
て
町
行
政
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
、
何
か
と
お
世
話
を

か
け
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
四
月
の
会
に
お
い
て
、

地
区
代
表
部
落
長

(
O印
）
と
、

代
表
部
落
長
（
◎
印
）
が
、
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

ー
部
落
長
の
皆
さ
ん
ー



(7)前。臥座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章）

しゃくなげまつり

ゲートボール大会
第 5回の大会が町民運動場で開催さ

れました。町内外から35チーム、約

200人の選手が日頃の技を競いました。

ポスト愛護週間

幼稚園児のポスト消掃
「第37回ポスト愛護週間」にちなみ、中野幼

稚園の園児が町内パレードと肱川郵便局などの

ポストをきれいに清掃をしました。

g 
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霧瞬

A
 
月

謁

日

放 ： 
,JIL の 様 子

四
月
十
九
日
（
月
）
、
町
内
の

肱
川
本
流
と
河
辺
川
に
肱
川
漁

業
協
同
組
合
の
関
係
者
に
よ
っ

て
、
稚
ァ
ユ
五
万
匹
が
放
流
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ユ
は
、
愛
媛
県
栽
培

漁
業
セ
ソ
タ
ー
で
ふ
化
し
、
同

漁
協
の
養
魚
場
で
育
っ
た
も
の

で
、
七
セ
ソ
チ
程
度
に
成
長
し

た
も
の
で
す
。

六
月
一
日
の
解
禁
日
に
は
、

十
五
ー
ニ
十
セ
ソ
チ
に
成
長
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
地
物
の
ア
ユ
も
多

く
見
ら
れ
る
そ
う
で
、
合
わ
せ

る
と
か
な
り
の
数
と
な
り
そ
う

で
す
。
た
く
さ
ん
の
ア
ユ
が
と

れ
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
漁
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま

す。
5肱

万川

匹に

放ア

流ユ

鷲鑑郷三笹翠碑二亨疇響 '9 疇麟＇二富疇鵬疇攣疇疇饂疇嘔亨髯、二玉麟疇霞 '9鵬瓢認睾□三，．s ＇,．ぶ畑饂謡森麟編」繰’・・響恥寧‘如←麟

完 成しました

河辺橋橋梁整備工事

上鹿野川に河辺川をまたぐ橋が完成し、 4月

27日から供用が始まりました。

（橋長 56m、車道2車線・歩道）

県営農道（久下～大屋敷線）

昭和58年から工事が進められていた農道が全

線開通し、 4月19日から通行可能となりました。

（延長2.668. 6m) 



前。⑮。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくリます （町民憲章） 鯛 鴫 (8) 

昭
和
二
十
三
年
に
ま
ず
政
令

に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年

六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
問
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
わ

が
国
に
お
け
る
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

最
近
、
わ
が
国
の
社
会
経
済

状
況
の
複
雑
困
難
化
や
国
民
の

価
値
観
の
多
様
化
が
進
む

一
方
、

物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を
追
い

求
め
、
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く

む
こ
と
に
意
を
用
い
な
い
風
潮

や
、
自
己
の
権
利
の
み
を
主
張

し
、
他
人
の
人
権
を
軽
視
す
る

傾
向
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
な

か
で
、
様
々
な
人
権
侵
害
事
象

が
数
多
く
発
生
す
る
な
ど
、
人

権
問
題
は
な
お
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
七
年
か

ら
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

-
0年
」
が
開
始
さ
れ
、
平
成

九
年
七
月
に
は
、
そ
の
国
内
行

動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
普
段
か

ら
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域

社
会
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
人

権
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
一

人
ひ
と
り
が
考
え
、
人
権
尊
重

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ

れ
を
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て

考
え
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
そ
し
て
、
各
人
が
心
と
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
、

人
権
尊
重
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
、
啓
発
活

動
重
点
目
標
を
「
考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権
わ
た
し
の
人

権
”
ひ
ろ
げ
よ
う
心
と
心
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
“
」
と
定
め
、
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。人

権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人

生
を
お
く
る
上
で
、
最
も
大
切

な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔S
6

月

1

日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
ー
〗

人
謹
擁
題
勢
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

麦

大
和
菊
池
昭
三
郎

6
3
4
|
3
2
2
4
 

久

保

中

塚

忠

6
3
4
|
2
7
4
7
 

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
作
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発

に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

肱
川
町
に
は
、
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
た
二
名
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

8
月
2
日
（
月
）

11
月
1
日
（
月
）

2
月
1
日
（
火
）

場

所肱
川
町
公
民
館
青
年
室

:—:：—:：—::—::―Zー::-::—:：-::—:：疇~： 老人医療からのお知らせ :—::囀~::-：:—::-::—::—::—::—::—::—:

1日につき

530円

入
院
し
た
場
合
に
支
払
う
費
用

外
来
（
在
宅
医
療
を
含
む
）
で
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
自

分
で
支
払
う
費
用
（
一
部
負
担
金
）

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-― 1か月に4回(2.120円）を限度として、
ひとつの医療機関ごとに支払います。（医
科と歯科では別々に支払います。）

※平成11年 7月 1日から外来の薬剤にかか
る一部負担については、特例措置として、
国が患者さんに代わってお支払いします。

〖外来の場合に支払う費用
入院時の食事代 入 院

一日 760円 一日1,200円般

課住 90日を超える刈浣
90巳までの入院 ＊ 

税民 （過去12か月の入院8敷） 一日1,200円
世一市税 ＊ ＊ 

一日500円 一日650円
※ただし、 1か月に35.400円

等非 を限度とします。

を吝1i主受屯で ＊ ＊ 

1巳 300円 1日 500円
いる祉年税世

方金帯

＊認定証が必要となりますので、担当窓口で申請を行ってください。

-長期にわたり高額な医療費がかかる疾病で厚生
大臣が指定するものについては、毎月の自己負担
額が10.000円までとなります。

※老人保健標準負担額減額認定証及び老人医療の入院時一部負担金
限度額適用認定証の有効期限は 5月31日となっています。現在入院
中の方は再度申請してください。

入
院
し
た
場
合
に
自
分
で
支
払
う
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ハ



(9)前。⑮。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 顕躙

自
分
の
歯
を
失
う
と
、
食
べ

物
を
十
分
に
か
む
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
身
体
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

よ
く
か
む
こ
と
は
、
胃
腸
で

の
消
化
・
吸
収
を
促
し
ま
す
。

ま
た
、
満
腹
感
が
得
ら
れ
、
肥

満
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
な
り

ま
す
。あ

ご
の
形
を
正
し
く
発
育
さ

せ
る
た
め
に
も
か
む
こ
と
は
重

要
で
す
。
か
む
力
が
歯
の
周
り

の
組
織
に
対
し
て
よ
い
剌
激
と

な
り
、
あ
ご
の
形
を
整
え
て
く

れ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
脳
の

血
流
を
増
や
し
新
陳
代
謝
を
盛

ん
に
す
る
こ
と
で
、
老
化
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
よ
く
か

む
こ
と
を
意
識
し
、
少
し
づ
つ

丈
夫
に
鍛
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
年
度
三
歳
児
健
康
診

査
の
受
診
者
三
十
二
人
中
、
虫

ゼ
ロ

歯

0
は
次
の
十
五
人
で
す
。

自
分
の
歯
で
か
む

こ
と
の
大
切
さ

僕たち、私たちは
ゼロ

虫歯〇 です

（久保）

浜田拓人くん

（中野）

冨永菜都美さん

（瓜生谷）

堀内花織さん

（広常）

丸川 由莉さん

（中

久保田

野）

渚さん

（瓜生谷）

山下雅貴くん

（共

谷口

栄）

涼さん

□ （中野）

大野彰太くん

（見の越）

城戸竜太くん

（道野尾）

大野耕平くん

（大

上野

和）

颯さん

（下鹿野川）

岩田愛永さん

（
転
出
古
川

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

真
子
さ
ん
）

（大和）

小西鈴香さん
s 

（中野）

安川美緒さん

お父さん
優勝さん

お母さん
理恵さん

No.＜一ー面直切つ“”'>@
藤 さ み イ す
原 いなプ°ぼ福は

ねさにおく嶋じ
°ん毎じは司め

‘日い‘でま
仲行ち車すし
良つやが゜て
くてん大 ‘ 
しまと好
てすドき
下°ラで

は
じ
め
し
て
、
ゆ
な
で
す
。

毎
日
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
あ
と
を

つ
い
て
ま
わ
っ
て
は
、
元
気
に

遊
ん
で
ま
す
。
と
っ
て
も
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
泣
き
虫
な
私

で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

ゆ

な
優
奈
ち
ゃ
ん

（
中
居
谷
）

平
成
9
年
4
月
15
日
生

2
歳
ー
カ
月

お父さん
剛さん

お母さん
美智子さん

福
嶋
司
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

平
成
9
年
3
月
14
日
生

2
歳
2
カ
月



前。⑮。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛鴫 (10) 

）） 

火
の
恐
ろ
し
さ
や
正
し
い
火
の
取

扱
い
に
つ
い
て
、
幼
い
頃
か
ら
年
齢

に
応
じ
た
教
育
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
一
度
家
の
中
を
幼
児
の
目

線
で
点
検
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
幼
児
の

手
の
届
か
な
い
高
い
所
に
片
づ
け
て

お
き
、
調
理
器
具
な
ど
は
元
栓
を
し
っ

か
り
し
め
て
お
く
な
ど
の
安
全
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

最高裁判所事務総局

幼
児
の

H
線
で

住
ま
い
の
防
災
点
検

今
回
は
、
幼
児
の
火
遊
び
に
よ
る
火

災
の
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
の
中
に
は
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
や

調
理
器
具
な
ど
、
簡
単
に
火
が
つ
く
も

の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

幼
児
が
親
の
マ
ネ
を
し
て
触
っ
て
し

ま
っ
た
ら
と
て
も
危
険
で
す
。

幼
児
の
火
遊
び
を
な
く
す
に
は
、
大

人
が
正
し
く
指
導
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
。 火

遊
び
に
よ
る

火
災
の
防
止

川上支署

（肱川郵便局からお知らせ］

「青い鳥郵便葉書の無料交付」

郵政省では、身体障害者の福祉に対する国民の理解と

認識を深めることを目的に、本年度も「青い鳥郵便莱書」

(50円）を 4月20日（火）から発行します。

この葉書は、一般に販売するほか、申し出のあった重

度の身体障害者（ー級・ニ級）一人につき20枚を無料で差

し上げることになっております。

配布を希望される方は、肱川郵便局に備え付けの「整

理票」に所定の事項を記入して、身体障害者手帳を提示

して申し出てください。

なお、代人による申し出もできます。

そのほか、郵便による申し出もできますが、その場合

は整理票（適宜な用紙でも可）にご本人の手帳番号、級別、

住所、氏名をご記入のうえ、申し出（郵送）てください。

申込期間は、 5月31日（月）までとなっております。

詳しくは肱川郵便局におたずねください。

m"'，伽f洋っ罪'’iili:':'i9rF5f91}}9i淋叶•4|¢4雇ヤ｀【

松
山
簡
易
裁
判
所
で
は
、
簡

易
裁
判
所
の
民
事
手
続
き
に
つ

い
て
の
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
（
民

事
手
続
の

一
般
的
な
案
内
、
訴

訟
・
調
停
・
支
払
督
促
に
関
す

る
各
案
内
・
即
決
和
解
及
び
公

示
催
告
に
関
す
る
案
内
）
を
、

始
め
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁

判
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か

ら
で
も
、
夜
間
、
休
日
を
と
わ

ず
二
十
四
時
間
利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
・

F
A
X共
通
番
号

0
8
9ー

9
4
1ー

0
5
2
0

第393回全国自治宝くし・

ドリームシャンポ
‘'令一共売貶， 991.9 90億円 •37ユニ 9卜の這含 9

9埠 ・ ・ 29●円 ”で
＂名の"'●冨 5.000万円 ・ 149本

＂らの 99山 ・賃 90万円 7.326木

2苓 • LOOO万円• , 985本

3芥 ,oo万円 ・・ •.850ホ
4筍 ・・ • 5万円 • ..,.ooo本

5行 • '万円 7'0.000,. 
6苓 ． 300円 37.000.000字

袖せん日：6月15a（火）

ドリームジャンポ宝くし19通信簸売でもお求めi
どうぞこ利用下さい．

1枚3001'1
• お問い合わせ先

1導2億円X74本／前後111名5,000万円 宝く` ？悶品右窃；醤賃は囮創置

問需担喧’



(11)前。⑮。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

（●こんなときは届出を
ヽ
~

20歳になったとき
国民年金に加入を

自営業や学生の方などは、必ず加

入の届出を

（厚生年金・共済組合の加入者を

除く）

一必要なもの 印かん・学生証

会社などに勤めるように
なったら届出を

扶養している配偶者がいる人はあ

わせてサラリーマソの妻の届出を

一必要なもの 印かん、本人・配偶者

の年金手帳、健康保険証

············································• 
会社などをやめたら

国民年金加入の届出を

扶養している配偶者がいる人はあ

わせて届出を

― 必要なもの 印かん、本人・配偶者

の年金手帳、離職証明書

住所・氏名が変わったとき

住民票の届出と同時に届出を

必要なもの印かん、年金手帳

※くわしくは、国民年金の窓口にお

問い合わせください。

第3号被保険者の配偶者が
会社などを変わったら

厚生年金←→厚生年金

厚生年金←→共済組合

共済組合←→共済組合

一必要なもの 印かん、本人・配偶者

の年金手帳、健康保険証、

離職証明書

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
厚生年金・共済組合の
加入者の扶養になったとき

結婚したときや収入が減ったとき

一必要なもの 印かん、本人・配偶者

の年金手帳、健康保険証

............................................ _ 

厚生年金・共済組合の加入者の
扶養からはずれたとき

離婚したときや収入が増えたとぎ

一必要なもの 印かん、本人・配偶者

の年金手帳、健康保険証、

扶養離脱年月日
............................................. 
付加保険料の納付を

希望するとき

第 1号被保険者で希望する人が、
月額400円を定額保険料のほかに納
めます。
（国民年金基金加入者は除く）

必要なもの 印かん、年金手帳

こくみん
ねんきん
だより

20歳、就職や転職、結婚や

離婚などの人生の節目で、き

ちんと種別変更の手続きをし

ておかないと、将来、年金が

受けられない場合もあります。

届出は必ず行いましょう。

ヽ

不法電波はみんなの迷惑です。電波
法令は電波を正しく利用するルールを

定めています。ルールに従い、無線機

は免許を受けて使いましょう。

電波利用保護旬間• 6月1日～10日

郵政省四国電気通信監理局

B 089-936-5051 

開 設 地
開設日 備 考

場 所 所 在 地

常 松山市一番町四丁目 4番地 2 く相談時間＞

県 庁 愛媛県庁本館 1階 県の休日を 9時～16時

設 除く毎日 ＜（弁毎譲週士相談＞
TEL(089)941-2111（内線2457) 金曜日）

大洲市大洲 69 0 - 1 毎月 8日 指定日が、県
大洲市 市役所本館 3階会議室 の休日にあた

定 TEL(0893)24-2111 毎月20日 る場合は、そ
の翌日に実施

八幡浜 八幡浜市大字北浜 l丁目 3番打号 する。

地 方 局
八幡浜地方局4階交通事故相談室 毎月25日

く受付時間〉
TEL(0894)22-4111（内線463) 10時～15時

期 東宇和郡宇和町卯之町三丁目434 く相談時間＞

宇和町 町役場横公民館第三研修室 毎月 10日 10時～16時

TEL(0894)62-1111 

県の休日とは「①日曜日及び土曜日②国民の祝日に関する法律に規定す
る休日③1月1日から 3日まで及び12月29日から31日までの日」である。



羽。⑮。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂鴫 (12)

! たばこを吸う人は、最近、だんだんと肩身のせまい思いをする

ことが多くなっているようです。

ところで、 5月31日は『世界禁煙デー』です。今年のスローガ

ソは「たばこにサヨナラ」。健康に悪いと分かってはいても、な

かなかやめられないのが「たばこ」。

あなたもこの機会に考えてみませんか。禁煙は思い立ったら即

実行です。どのくらいたばこを吸わずにいられるか、チャレソジ

してみましょう。

たばこに、 サヨナラ ................,...................................................................................................................................................................................,.......... 

（
 

禁煙 START ）
 ・ライタ ーや灰皿などの禁煙グッズを処分します。

・家族や同僚などに「禁煙宣言」し、禁煙に協力してもら

いましょう。
▼ 

禁断症状と戦う ●禁煙後 6時間～30日

禁煙をスタートしてしばらくは、たばこが吸いたくてた
まらない、イライラする、落ちつかない、集中できない、
身体がだるい、眠い、眠れない、便秘がちになるなどの症

状に悩まされます。
これは、ニコチ‘ノが身体から抜けていくことによって起

こる禁断症状で、通常 3日～ 1週間、長くても 2~3週間
で消失します。精神的にはつらい時期ですが、生理機能は
確実に好転に向かっているので、たばこに手を出したい気

持ちを抑え、もう少し頑張りましょう。

▼ 

（ 禁煙成功への道 ） 
⑰中間と一緒に～禁煙を長続きさせるためには、仲問を誘っ

て一緒に取り組むのもよい方法。お互いに、競い励まし

合いましょう。
②お酒の席には用心～アルコ ールが入ると気が緩んでしま

うせいか、禁煙の誓いも破られてしまいがち。禁煙を始
めて 2~3週間はお酒のお誘いは避けたほうが無難です。

③煙の多い場所に近寄らない～他人がおいしそうにたばこ

を吸っているのを見ると、ついたばこに手を伸ばした＜
なります。喫茶店やパチ‘ノコ屋など、たばこの誘惑が多

い場所には近寄らないのが賢明です。

▼ 

_̂ 

ヽ

／
 

‘ヽ

ノ
、

9
t

，
 〗

□
・
」

こ
l.9勿

．
 

吸いたくなったときの対処法

・深呼吸する
•水やお茶を飲む
・散歩や体操などをする
・シャワーを浴びる
・歯を磨く
・ガムをかむ
・ニコチンガムをかむX

・吸わない自分をほめる

（
 

禁煙00日達成！ ）
 

●禁煙すると体調がこんなに変わる

2か月間で一手足の末端まで血流がよくなる

肺の浄化機能が正常に戻り、血液成分や

肺の細胞がだんだん正常に戻ってくる

1年間で 心臓病による突然死の危険性が、喫煙し

ていたときのほぽ半分に

5年間で 肺がんになる率が喫煙者の半分になる

5年以上で―心臓病による突然死の危険性が喫煙して

いなかった人とほぼ同じに

※
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
医
師
の
処
方
が
必
要
で
す
。
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肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会

の
総
会
が
四
月
二
十
六
日
、
肱

川
町
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
障
害

者
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
完
全

参
加
と
平
等
」
に
ふ
さ
わ
し
い

明
る
＜
豊
か
で
活
力
に
満
ち
、

住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
に
お
い

て
自
立
更
生
し
、
よ
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
て

今
後
の
障
害
者
福
祉
の
向
上
を

期
す
る
と
共
に
社
会
経
済
、
文

化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

障
害
者
の
自
立
更
生
の
高
揚
と

相
互
理
解
を
強
化
す
る
と
共
に
、

福
祉
施
策
の
向
上
及
び
障
害
者

に
対
す
る
一
般
社
会
の
理
解
と

協
力
を
得
て
、
ふ
れ
あ
い
の
中

で
潤
い
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
幸

せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

紙
お
む
つ
の

支
給
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在

宅
ね
た
き
り
者
を
対
象
に
紙
お

む
つ
の
一
部
を
無
料
で
支
給
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
在
宅

で
長
期
に
わ
た
り
、
ね
た
き
り

の
状
態
に
あ
る
人
に
、
紙
お
む

つ
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
介
護

者
の
肉
体
的
、
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
紙
お
む
つ
の
支

給
を
受
け
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
、

民
生
委
員
さ
ん
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ

ド
・
エ
ア
マ
ッ
ト
・
車
イ
ス
・

マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

こ
の
日
常
生
活
貸

出
用
具
及
び
紙
お
む
つ
の
費
用

老人ク ラプ会員数

す
。
明
日
へ
の
希
望
を
強
く

も
ち
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

総
会
に
お
い
て
、
以
上
の
よ

う
な
基
本
方
針
を
基
に
事
業
計

画
な
ど
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
に
は
、
ご
多
忙

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
臨
席

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会

総

会

開

催

社゚
協
た
よ
り

膨II町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

上

嵯

峨

谷

東

敬

範

様

名

荷

谷

稲

谷

万

澄

様

社会福祉協議会へ

ご芳志

クラプ名 男 女 計

正 山 45 64 109 
中 央 37 53 90 
大 ＾ ノD‘ 34 51 85 
I」¥ 藪 29 45 74 
予子林 37 57 94 
し ＾ ’D ‘ 15 23 38 モ
今

計 1 9 7 293 490 Eコ

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ご

こ
ろ
金
庫
に
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
浄
財
で
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

単
位
老
人
ク
ラ
プ

定

期

総

会

開

催

平
成
十
一
年
度
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
総
会
が
四
月
中
に
開
催

さ
れ
、
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
の
方
に
は
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
老
人
ク
ラ

プ
ヘ
対
し
て
の
激
励
を
賜
り
ま

し
た
。
老
人
ク
ラ
プ
ヘ
の
期
待

は
高
ま
っ
て
お
り
、
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
活
動
も
多
く
多

様
化
し
て
来
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
社
会
に
奉
仕
し
ま
し
ょ
う
。

0

五
月
三
十
日

公
民
館
主
催

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

0

五
月
三
十
一
日

創
作
館
運
営
委
員
会

0
六
月
十
日

町
老
連

グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

0
七
月
六
・
七
日

町
老
連
研
修
旅
行

（広
島
県
方
面
）

几又,1 
員 名 簿

クラプ名
今 長 副会長 婦人部長云

正 山 飛野 虎生 上野 光孝 万願寺ヨシ子

中 央 令岡 安盛 沖永 重信 山内 幸

大 ベCコ 浅井 義明 森田 云ノL, — 沖野 緑

I」¥ 藪 中居喜代光 兵頭 芳一 藤井 里見

予子林 堀内 英雄 村田 英夫 山岡ヒナ子
し

ベD 城戸寿賀イ身 宮田 藤一 和気 豊子ち
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記念には、 木を植えてみませんか ー・

林業改良指導員 渡邊 邦彦

……父や母への感謝には……

サッキ
五月雨、早苗、五月晴。日本の自然が輝くように活力を増す季節です。

その季節の明るさを、さらに明るくしようとでもいうように、いっぱいに花弁を広げて

います。自分の美しさを知らずに働く律儀者のようです。野生種は海岸の岩地などに自生

していましたが、愛されて普及し盆栽にまでなっています。

そのような思いを込めて、父や母への感謝のしるしとしてはどうですか。

植える時期 3~4月 排水が良く、保水力もある日向を好みます。

開花期 5~6月 結実期 10~11月

ユ ズ
日本の食味に欠かせないユズを、料理上手な母のために植えて見てはどうですか。風邪

と諸病を防ぐ冬至の「柚湯」で、いつまでも健康にとの願いも込めて。

植える時期 4~5月 開花期 5~6月 結実期 11~12月

ジンチョウゲ
「沈丁花」と書きます。香料の沈香（じんこう）と丁字（ちょうじ）を合わせたほど匂いが

良いとの意味です。早春のまだ寒い時期に開くその花と蕪りから、親への敬愛の表現にふ

さわしいのではないでしょうか。

植える時期 3~4月 ・6月 開花期 2~4月 結実期

森
林
組
合
だ
よ
り

7月

ゥ メ
早春に百花にさきがけて花開き、春を告げることから、松竹梅に数えられるめでたい木

です。老成してさらに薫りを増すその奥ゆかしさ。

子育てを終えゆとりを得た両親に贈ってみてはいかがですか。

植える時期 11~12月・ 2~3月 開花期 2~3月 結実期 6~7月

,----------------------------------------•----＾-----------ヘI 

l正□瓢逗疇 ーふt i ！ ！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I I 

県森連市況
l 平成;;年4月;;日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I I 

｝ 大洲木市 （単位吋当り：円） 盟品は瓢心悶悶。kg l 
！ スギヒノキマッ 平 均 単 価 3,533円 l 
！ さ末口径

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価 ！ 

i 7cm下本 350本 289本 463本 355
銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 ！

8 cm上本 425本 376本 636本 634
l こうこ ～ 特 用 大 3,400~ 4,200 保

: 4 m l3 cm上 16,20012,300 35,000 26,900 18cm上22,000 大 淳 ～ 特用中 4,000~ 4 800 l 
! I 118 cm上18,000j 12,400 I 34,000 I 27,500 ~4cm上 29,000

， 保！

, I 12 4 cm上18,000111,800I 38,000 I 28,500 l30cm上34,000 中 厚 6,300~ 8,300 強特用中小 3,800~ 4,500 保 l 
! 7 cm下本 211本 177本 235本 177 中 小 厚 5,200~ 6,500 強 特 用 小 3,200~ 4,000 保 9 

! 8 cm上本 234本 本 343本 小厚 4,200~5,300 強大バレ 2,300~ 2,700 保？

l 13m 
11 cm上13,oooI I 19,300 
13 cm上 20,00013,800 31,400 26,300 18cm上19,000 大ウス 4,300~ 6,200 強中バレ 2,300~ 2,600 保 ！ 

! 18 cm上 19,50014,600 32,900 28,600 4cm上24,000 中ウス 4,500 ~ 5,900 強中小パレ 2,000 ~ 2,500 保 ！ 
! 24 cm上16800 11 400 28 300 23 700 cm上
1 I I I cm下本一本ー本一本ー

中小ウス 4,000 ~ 5,200 強小パレ 1,200 ~ 2,000 保 i. 
! 2m 8 cm上本一 本一本 一 本 一 小ウス 3,600~ 4,200 強変形 2,500~ 4,000 保

! 
9 16 cm上 13cm上 ジャミ 2,000~ 3,900 強色悪ウス 1,600~ 3,500 保！

30 cm 
13 cm上24,800I 19,900 I 52,900 I 41,000 

! cm上 どん：：：大 8,000~10,000 強色悪パレ 600~ 1,500 弱！
! 6 m 18 cm 22 600 19 800 47 200 43 ooo どんこ中 6,300 ~ 8,000 強 4粒ドソコ ～ ！ 
！ 特選 200 000 どんこ小 4,500 ~ 6,700 強スライス 2,500 ~ 4,500 保 ！ 
！ 足 場 1m当たり円～円 概況 松山椎茸会総会市は春子発生の遅れから出品点数が少なく、ウス～パレ
！ 入荷材減少の中の市売となった。 葉主体の市売となった。品薄と見られる香信上物～厚肉、どんこ系は強 ' 

！ 備考
l 

杉、桧柱3m6m強保合。小径木保合。 保合で推移。ウス～パレ葉系も色が良く型の良い物は強い。梅雨までに
枝打、優良材は品薄で売行良好。 出荷をお願いします。 i 

！ 

\.------------------------------------------------------------------•一•—•----------」



(15)前。⑮。座） 屈 c 鯛瞬

木を伐採するときには、伐採届出書の提出が必要です！！

林業改良指導員渡邊 邦彦

I伐採届出制度の概要 I

愛媛県においては、昭和54年から「市町村長に対する事務委任規則」により、伐採の届出

の受理は、市町村長に事務委任されていましたが、今回の森林法の一部改正により、平成11

年4月 1日から市町村長に権限委譲されることになりました。

I伐採の届出の対象となる森林 I

伐採の届出の必要な森林は、民有林のうち地域森林計画で計画対象森林として定められた

森林であり、立木の伐採が許可制となっている保安林及び保安施設地区の区域内の森林を除

いた、すべての森林です。

I届出すべき森林所有者 I

伐採の届出は、森林所有者等（森林所有者及びその他権限に基づぎ森林の立木竹の使用又

は収益をする者）が伐採届出書を作成し、市町村長に提出しなければなりません。

I伐採届出書の提出時期 I

伐採届出書は、伐採を開始する日の前90日から30日までの間に 1通作成し提出しなければ

なりません。

1事前の伐採の届出を必要としない場合 I

次の場合は、事前の届出の必要がありません。

(1)法令等に基づき伐採の義務のある者が伐採する場合

(2)都道府県知事の許可を受けた林地開発において開発行為をするために伐採する場合

(3)市町村長の認定を受けた森林施業計画において定められた伐採をする場合

(4)市町村長の許可（森林法第49条第 1項）を受けて測量等のため伐採する場合

(5)知事等が立入調査等のため伐採（森林法第188条第 2項）する場合

(6)特用林として指定されたものを伐採する場合

(7) 自家用林として指定されたものを伐採する場合

(8)非常災害に際し緊急の用に供する必要がある場合

(9)除伐する場合

(10)省令で定める場合（規則第 8条の 4)

[して事後の届出をしなければならない場合 I

(1)市町村長の認定を受けた森林施業計画において定められた伐採をする場合

(2)非常災害に際し緊急の用に供する必要がある場合
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「風」 分館役員決定

各分館の役員さんが決定しました。分館は、地域活動の拠点であり、よりどころと

なるところです。「風おこし運動」パート IIの理念にもありますように、人づくり、

地域づくりの中心となる公民館です。

役員のみなさん、 2年間ご苦労さまですがよろしくお願いします。

町民のみなさんのご協力をお願いします。

●
分
館
長上

岡

●
分
館
主
事

藤

原

●
体
育
委
員

山

本

●
図
書
委
員

桜

田

公

香

裕

之

優

勝

●
分
館
長松

尾

●
分
館
主
事

A

徳

本

B

冨

永

●
体
育
委
員

A

柴

田

B

金

野

●
図
書
委
員

冨

永

光

恵

昭圭

茂

光幹

明寿

●
分
館
長山

下

●
分
館
主
事

三

瀕

●
体
育
委
員

橋

本

●
図
書
委
員

浅

野

富
美
恵

孝

博
良

治

道

教

●
分
館
長下

石

●
分
館
主
事

城

戸

●
体
育
委
員

寺

尾

●
図
書
委
員

西

本

さ
よ
み

秋

広
由

幸
勲

国

和

(
u
,
 改

し
(
)
、
?

t
 、TI}
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●
分
館
長二

宮

●
分
館
主
事

沖

野

●
体
育
委
員

徳

丸

●
図
書
委
員

上

田

秀

美

寿

睛
祐

也

賢
一
郎
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ヽ

完成した中野小プール

※
町
全
体
の
体
育
指
導
員
・
図

書
委
員
の
方
で
す
。

●
体
育
指
導
員

山
田
由
美
子
（
中
央
）

町
民
プ
ー
ル
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す

今
年
か
ら
は
中
野
小
プ
ー
ル
で
…
…

昨
年
ま
で
使
っ
て
き
ま
し
た

町
民
プ
ー
ル
は
、
老
朽
化
し
た

た
め
閉
鎖
い
た
し
ま
す
。

休
日
の
児
童
•
生
徒
や

一
般

町
民
の
皆
さ
ん
は
次
の
要
領
で

中
野
小
学
校
プ
ー
ル
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

＿
使
用
で
き
る
期
間

六
月
十
五
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で

二
使
用
で
き
る
日

中
野
小
学
校
が
授
業
を
行
わ

な
い
日
。
た
だ
し
七
月
二
十

一
日
・
ニ
十
二
日
は
、
川
上

地
区
水
泳
大
会
の
た
め
使
用

で
き
な
い
。

三
使
用
で
き
る
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

四
使
用
上
の
注
意

学
校
長
ま
た
は
管
理
人
の
指

示
を
守
る
こ
と
。

五
監
視
人
に
つ
い
て

0

幼
稚
圏
児
以
下
は
保
護

者
か
そ
れ
に
代
わ
る
責
任

者
が
必
ず
同
伴
す
る
こ
と
。

0

小
学
生
は
、
保
護
者
が

相
談
し
て
決
め
た
監
視
人

の
も
と
で
使
用
す
る
こ
と
。

●
図
響
委
員

土
居
清
子
（
中
野
小
）

峯
田
ひ
さ
え
（
肱
JI
中）
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二宮運営委員長あいさ つ

第
二
十
七
回
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
の
開
幕
式
が
、

連
休
明
け
の

五
月
六

日
（
木
）
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
二
宮
運
営
委
員
長
あ
い
さ
つ

、
公
民
館
長
が
あ

い
さ
つ
、
試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
に
先
立
ち

二
宮
運
営
委
員
長
の
始
球
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
リ
ー
グ
戦
に
は

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
、

三
つ

の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
、
六
月
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

な
お
、
試
合
開
始
は
第
一

試
合
は
、
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
、
第
二
試
合
は
午
後
八
時
五
十
分
か
ら
で
す
の

で
、
選
手
、
審
判
の
み
な
さ
ん
は
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

け
が
等
な
い
よ
う
、
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
下
さ
い
。

第27回 ソフトボールリーグ戦対戦表

月1日IEl 第 1試合 第 2試 合 月1日置El 第 1試合 第 2試合

5/ 6 木〇印月77イターズー上鹿野｝1|A 27木 依谷77イヤーストーンズーミ ドル予子林 伽雌ダムウイングスー三 月

7金 0下鹿 "ll1 セ リ ーグー正~山オールド 0ミドル予子林ーオール中居谷 28金 0上鹿野｝1|B -上鹿野 JIIA cオールド予子林一肱川町議会議員

8土 休 み（土） 休 み（土） 29土 休 み（土） 休 み（士）

9土 休 み(13) 休 み（日） 30土 休 み(13) 休 み（日）

10月c 赤 岩 橋一沢tt77イヤーストーンズ0中野ドッグバッ クーヤング予子林 31月0正山オールドー 中野 ドッ グバッ り0下鹿lllI［セ リーグー中野ファイターズ

11火oilJ鳥坂ダムりイングスー岩谷バワーズ c共栄マッキーズー大谷メッツ 6/ 1 火0大谷メッツ ー 赤 岩 橋c三 月一岩谷パワーズ

12水 @ lll上建設一は Jl1月閾会』員 0上鹿野 JilBー 中月 77イターズ 2水 0オール中居谷＿避野尾 ・山槌 〇肱｝IIIIJ議会議員 一 山鳥坂ダムりイングス

13木 ＠道野尾・山槌ーミドル予子林 c 三 月ーオールド予子林 3木 〇ヤング予子林一上鹿野 /IIB 0 }11上建設 ー オールド予子林

14金＠ヤ ング予子林一下鹿月／1|セリーグ cオール中居谷一赤 岩 橋 4金 ◎正山オールド＿中胃 77イターズ ◎上鹿野｝IIAー中野ドッグバック

15土 休 み（土） 休 み（士） 5土 休 み（土） 休 み（土）

16土 休 み(13) 休 み（日） 6土 休 み（日） 休 み（日）

17月◎道野尾 ・山槌ー大谷メッツ 〇共炎マ ッキーズー 大谷77イヤーストーンズ 7月 c大谷メッツーオール中居谷 cミドル予子林一赤 岩 橋

18火0中月 ドッグバック ー上鹿野 /IIB 〇上鹿野 illA一正山オールド 8火 c肱／l|町議会議員 一三 月0道野尾・山槌一共 桑マッキー ズ

19水 ＠ 三 月 ー川上建設 〇肱川町議会議員 一 岩谷バワーズ 9水 c岩谷パワーズ ー オールド予子林 〇ヤング予子林 一 正山オールド

20木 ◎オールド予子林 一 雌坂ダムりィングス 0中月77イターズーヤ ング予子林 10木 〇中野77イターズー 中野 ドッグ／＼ッ ク0下唐野）1|セリーグー上鹿野）IIA 

21金0ミドル予子林一共岱マ ッキーズほ~77イヤーストーンズー大谷メッツ 11金 ◎オール中居谷一紐77イヤーストーンズ 0大谷メッツーミドル予子林

22土 休 み（土） 休 み（土） 12土 休 み（土） 休 み（土）

23土 休 み(13) 休 み（日） 13日 休 み(13) 休 み（ 日）

24月◎上鹿野｝iiA - ヤング予子林 0正山オールドー上鹿野｝IIB 14月oilJ島坂ダムりイングスー｝l| 上 建 設◎..t鹿野／1|B -下唐野／l|セリーグ

＇ 25火0中野 ドッグバック ー下鹿野）l|セリー グ0岩谷バワーズー］1| 上建設 15火 c赤岩 橋一共 桑マッキーズ 倣谷77イヤーストーンズー道野尾・山槌
← 

26水0共柔マ ッキーズーオール中居谷 c赤 岩 橋 一道野尾 ・山槌

※◎は、審判チームです。◎印の付いていないチームが、日誌を記入 して ください。
1試合目の◎の付いていないチームが準備当番です。 2試合目の◎の付いていないチームが日誌と鍵の返却当番です。
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青年団役員決まる
肱川町青年団総会が4月

22日（木）に行われ、役員が

決定しました。合の青年団

活動は社会状況が急激に変

化し、活動が難しい面もあ

ります。青年団の一層の活

動が期待されます。

青年団役員名簿

役職名 平成11年度役員

団 長 山本 晃

副団長 橋本典子

事務局長 宮尾充志
今

計 清水早苗云

広報部長 沖田修二

監 査 冨永幸広

上仲伸―

中
野
小
緑
の
少
年
隊
総

会
が
五
月
七
日
（
金
）
中
野

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
岩
谷
小
に
も

緑
の
少
年
隊
は
あ
り
ま
し

た
が
、
岩
谷
小
が
閉
校
と

な
っ
た
た
め
、
町
内
で
の

活
動
は
中
野
小
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。
緑
の
少
年
隊

は
全
児
童
が
対
象
で
、
今

度
新
し
く
隊
員
と
な
っ
た

一
年
生
に
隊
員
に
な
っ
た

証
と
し
て
緑
の
少
年
隊
の

帽
子
が
渡
さ
れ
、
隊
長
の

激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
年
間

を
と
お
し
て
自
然
を
大
切

に
す
る
活
動
を
行
う
予
定

で
す
。

緑の少年隊の子どもたち

美
し
い
緑
を

21
世
紀
へ

丞羞極邑勘麟麟猿睾鐙筵

肱川町PTA連合会総会

が4月30日（金）午後 1時30

分から開催されました。 P

TA功労者の表彰が行われ、

14名が表彰されました。役

員改選が行われ、次のとお

り決定しました。

役職名 氏 名 備考

会 長 沖永賀壽男 中野小

副会長 大野 上」— 士ヽ心 予子林ll¥

三瀬 敏子 肱川中

清水 嘉之 大谷小

監 事 東 県し＝＝、 ー 予子林,1ヽ

浅井真由美 正山小

事務局 井上 正作 中野小

思
春
期
は
、
子
ど
も
た
ち
が

心
身
と
も
に
急
激
に
変
化
し
、

自
ら
の
内
面
を
再
構
築
す
る
大

切
な
時
期
で
あ
る
。
思
春
期
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
示
す
言
動

は
、
親
を
当
惑
さ
せ
た
り
、
混

乱
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
あ
り
、
と
も
す
る
と
親

は
思
春
期
の
子
ど
も
に
対
し
て

腫
れ
物
に
触
る
よ
う
な
接
し
方

に
な
っ
て
し
ま
う
。
思
春
期
は
、

親
子
関
係
の
再
構
築
が
迫
ら
れ

る
時
期
で
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
を
「
手
放
し
つ

っ
、
見
守
る
」
と
い
う
親
の
姿

勢
は
、
思
春
期
に
お
い
て
大
切

で
あ
る
。
単
に
手
放
す
だ
け
の

放
任
に
陥
り
、
子
ど
も
た
ち
の

あ
り
の
ま
ま
の
姿
や
心
の
変
化

思
春
期
の
子
ど
も
か
ら
逃
げ
ず
、

正
面
か
ら
向
か
い
合
お
う

新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る
た
め
に

⑤
 

か
ら
目
を
背
け
て
し
ま
っ
て
い

な
い
か
、
あ
る
い
は
逆
に
過
干

渉
に
陥
り
、
「
良
い
子
」
で
い

さ
せ
続
け
る
こ
と
に
躍
起
と
な
っ

て
い
な
い
か
、
自
立
を
促
し
、

自
ら
の
責
任
を
自
覚
さ
れ
る
こ

と
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
な

い
か
、
大
い
に
反
省
し
て
み
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

例
え
ば
、
中
学
生
を
対
象
に

し
た
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
飲

酒
、
喫
煙
、
万
引
き
等
と
い
っ

た
行
動
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

経
験
率
と
そ
の
保
護
者
の
認
識

に
は
相
当
の
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
調
査
結
果
か
ら
も
伺
え

る
よ
う
に
、
少
な
か
ら
ぬ
親
は
、

子
ど
も
か
ら
目
を
背
け
、
子
ど

も
の
発
す
る
様
々
な
サ
イ
ソ
を

見
逃
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

［―-ファインダ— 謁リ

大
洲
高
校
肱
川
分
校

は
昨
年
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
、
盛
大
な
記
念

行
事
が
行
わ
れ
た
。
肱

川
町
に
と
っ
て
も
町
内

唯
一
の
高
校
で
あ
り
、

及
ば
ず
な
が
ら
支
援
を

惜
し
ま
な
い
。
分
校
の

方
も
町
の
行
事
そ
の
他
に
非
常

に
協
力
的
で
あ
る
の
が
有
り
難

い
▲
生
徒
数
は
一
時
激
減
し
た

が
昨
年
度
は
四
十
三
人
、
本
年

度
は
四
十
八
人
で
、
県
内
の
他

の
分
校
が
減
少
の
一
途
を
辿
る

の
に
対
し
喜
ば
し
い
限
り
で
あ

る
▲
教
職
員
は
専
任
六
名
、
兼

任
五
名
で
あ
る
が
、
あ
る
保
護

者
か
ら
「
絶
対
異
動
さ
せ
な
い

で
欲
し
い
」
と
の
声
も
あ
る
▲

新
年
度
の
事
業
計
画
を
見
る
と

環
境
美
化
奉
仕
作
業
・

川
サ
ミ
ッ

ト

参
加
•
青
年
団
と
の
交
流
・

か
わ
か
み
荘
と
の
交
流
・
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
活
動
・
人
権
集
会
参

加
・
風
の
映
画
会
鑑
賞
な
ど
わ

が
町
の
施
策
や
運
動
を
よ
く
理

解
さ
れ
た
”
呼
応
“
が
強
く
感

じ
と
れ
る
▲
「
夜
、
高
砂
を
通

る
と
分
校
も
遅
く
ま
で
電
気
が

灯
い
て
忙
し
い
の
じ
ゃ
な
」
と

好
意
の
声
も
聞
く
。
働
き
な
が

ら
学
ぶ
：
・
と
い
う
定
時
制
高
校

の
か
つ
て
の
役
割
は
少
し
変
化

し
た
が
、
今
後
も
分
校
が
町
民

に
と
っ
て
気
に
な
る
存
在
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
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私
た
ち
は
、
み
ん
な
幸
せ
に

生
き
た
い
、
人
間
ら
し
い
生
活

を
し
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を
保
障

す
る
の
が
基
本
的
人
権
で
す
。

こ
こ
で
は
、
日
本
国
憲
法
を
例

に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
基
本

的
人
権
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

る
の
か
を
み
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

憲
法
で
は
、
「
基
本
的
人
権

は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久

の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
個
人
の
尊
重
、
法

の
下
で
の
平
等
、
思
想
の
自
由
、

宗
教
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、

居
住
移
転
の
自
由
、
職
業
選
択

の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
結
婚

の
自
由
の
他
、
男
女
平
等
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
権

利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
労

働
者
の
団
結
権
、
財
産
の
保
障
、

裁
判
を
受
け
る
権
利
、
拷
問
の

禁
止
等
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
権
利
は
、
人
類
の
多
年

に
わ
た
る
努
力
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
を
見
渡
す

と
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る

基
本
的
人
権
と
は

の
で
は
、
と
思
わ
れ
る
こ
と
が

数
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
バ
プ
ル
経
済
崩
壊
後
、

「
リ
ス
ト
ラ
」
の
名
を
借
り
た

企
業
社
会
内
に
お
け
る
い
じ
め

も

―
つ
の
例
で
す
。
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
と
同
様
に
、
弱
い

者
や
気
に
食
わ
な
い
者
に
い
じ

め
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
身

体
に
障
害
を
持
つ
人
、
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
も
、
同
じ
こ
と

が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

貧
困
に
あ
え
ぐ
国
々
で
は
、

し
わ
寄
せ
は
、
社
会
的
弱
者
と

呼
ば
れ
る
人
々
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
日
本
に
お
い
て

は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
家
や

家
族
を
失
い
路
上
で
生
活
し
て

い
る
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ

ソ
ヘ
の
対
応
も
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
日

の
糧
を
得
る
た
め
に
、
盗
み
ま

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
人
身
売
買
や
、

臓
器
の
売
買
も
公
然
と
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

を
対
岸
の
火
事
と
片
付
け
る
こ

中
野
小
学
校

大

和

田

和
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と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の

基
本
的
人
権
は
、
本
当
に
守
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

甚
本
的
人
権
の
保
障
こ
そ
が
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た
国

内
外
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

し
、
乎
和
な
社
会
を
実
現
す
る

基
本
な
の
で
す
。
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町
内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

お
詫
び
と
訂
正

•
町
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
六
月
十
日
（
木
）
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

六
月
二
十
日
（
日
）

町
内
各
小
中
学
校

行

事

予

定

。IBJ内バレー・レクバレー大会
・日時

・場所

事業名 歴史文化講座

実施期問 平成11年 6月～平成12年
2月

実施場所 愛媛県歴史文化博物館
（東宇和郡宇和町卯之町
4丁目 11番地2)

内 容 歴史講座(10教室）
文書講座(9教室）
民俗講座(5教室）
考古講座(5教室）
体験学習教室(10教室）

対象者 一般（歴史・文書・ 民俗・
考古講座）
児童•生徒・一般（体験
学習教室）

募集人数 歴史講座40名
文書 ・民俗・考古講座30
名
体験学習教室50名

募集期間 各講座とも開講日の10日
前まで。

受講料 無料（ただし教材費等別）

申込方法 希望する講座の各教室ご
とに、電話又は F A Xに
て博物館まで申し込む。

問合せ 愛媛県歴史文化博物館
申込先 振興課企画普及係

(〒797-8511 東宇和郡
宇和町卯之町4丁目 11番
地2)
電話 0894-62-6222
FAX  0894-62-6161 

備 考 毎週月躍日（月曜が祝日
（休館日） の場合はその翌日）

年末年始(12月29日～ 1 
月 5日）

（県主催講陸のお知らせ）

歴史博物館講座 第22回放送県民大学（前期講座）

愛媛県では、県民のみなさんに豊かな教養

と創造力を培っていただくため、「放送県民

大学」を開設しています。

どなたでも受講できますので、どしどしご

応募ください。

〇主催

愛媛県、愛媛大学、大洲市教育委員会

〇講座の内容

NHK番組等のピデオを教材に、愛媛大

学等の講師によるスクーリングにより、新

しい生活文化を創造するための知識を深め

ていただきます。

講義内容には「司馬遼太郎と伊予の群像」、

「忠臣蔵の時代」などがあります。

〇開催期間

（前期） 5月から 9月における最終日曜日の

午後 1時から午後 4時まで

〔5月30日、 6月27日、 7月25日、 8月

29日、 9月26日〕

〇開催会場

（前期）大洲市中央公民館

〔大洲市大洲 1番地甲の5

云 (0893)24-3161〕

〇受講料

無 料

〇終了証書

5回のスク ー リソグのうち、 4回以上受講

された方に授与します。

〇受講申し込み

往復はがきに、住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を記入のうえ、

〒796-0048 八幡浜市北浜一丁目 3-37

八幡浜地方局県民生活課生活文化係

云 (0894)22-4111 内線222

まで、お申し込みください。

なお、希望者多数の場合は、先着順となり

ますのでご了承ください。

l̀ 
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6月の健康カレンダー 保健センター 834-2340 

種別 曜日 91了- 事 場 所 時 間

1 （火） 健康相談 久保集会所 9 : 30~10: 20 

1 （火） ” 影地集会所 10 : 40~11 : 30 

4 （金） 健康相談 大平集会所 9 : 30~10: 20 

成 4 （金） ” 大谷公民館 10 : 40~11 : 30 

4 （金） ” 白石集会所 13: 30~14: 10 

人
8 （火） リハビリ教室 保健セ‘ノタ ー 13 : 00~16 : 00 

9 （水） 結核レソトゲ‘ノ・成人病検診 森集会所 10 : 00~11 : 00 

9 （水） ” 予子林公民館 13 : 30~14 : 30 
保

11 （金） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 : 30~13: 30 

17 （木） 元気印教室 保健セ‘ノター 13 : 30~16 : 00 

健 22 （火） リハビリ教室 ” 13 : 00~16 : 00 

29 （火） 乳がん検診・骨密度測定 大谷公民館 9: 30~ 

30 （水） 結核レ‘ノトゲ‘ノ・成人病検診 郷集会所 10 : 00~11 : 00 

30 （水） ” 中津集会所 13: 30~14 : 30 

母 2 （水） 幼児教室 保健セ‘ノター 9 : 30~13: 30 

孟腱 24 （木） 1 歳 6 か月児• 3歳児健康診査 保健セソター 13 : 00~14 : 00 

精 4 （金） デイケアー ” 8 : 30~16: 00 

神 11 （金） ” ” ” 
保 18 （金） ” ” II 

健 25 （金） ” ” ” 
そ

1 （火） 日本脳炎予防接種 中野小学校 13: 20~ 

1 （火） ” 予子林小学校 13: 50~ 
の

3 （木） 日本脳炎予防接種 正山小学校 13: 20~ 
他

3 （木） ” 大谷小学校 13: 50~ 

ー）
6
 

月 の当直医

曜日 病 院 名 電話番号

6 (日） 大 久保内科医院 26-1131 
（ 八多喜）

浦 岡 医 院 24-2024 

13(日）
（三 の 丸）

米 J 11 医 院 52-0165 
（長 浜）

20(日） 田 渡クリニック 25-3217 
般 （新谷）

27 (日） 末 光 眼 科 24- 1500 
（若 宮）

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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